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第 6 5 回 熊 本 県 民 体 育 祭 荒 尾 大 会 特 集

孫文と日本人、そして滔天

第 6 5 回 熊 本 県 民 体 育 祭 荒 尾 大 会
出 逢 い 、 と き め き 、 響 き あ っ た 荒 尾 県 体 、 盛 会 の う ち に 閉 幕
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荒尾市ホームページ  （http://www.city.arao.lg.jp）
声の広報［文字による情報入手が困難な障がい者のための音声訳

（録音版）広報誌］ （福祉課）

■ 　 お も な 内 容 　　m a i n  c o n t e n t s

第 65 回熊本県民体育祭荒尾大会 2

孫文と日本、そして滔天 4

まちの話題 6

題 字 を 書 き ま し た

運
動
が
好
き
で
、
部
活
動
で
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
し
て
い

ま
す
。
体
育
の
授
業
で
高
跳
び
を

し
た
の
が
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。
社
会
の
歴
史
が
苦
手
な
の

で
、
後
期
は
得
意
に
な
れ
る
よ
う

に
が
ん
ば
り
ま
す
。
将
来
の
夢
は
、

栄
養
士
に
な
る
こ
と
で
す
。

緑 ケ 丘 小 学 校   6 年
 中 村  真 央 さ ん

携帯電話専用サイト 二次元コード　
http://www.city.arao.lg.jp/defaultM.aspx 

▲

※通信費は閲覧者の負担です 

第 6 5 回
熊 本 県 民 体 育 祭
荒 尾 大 会

荒 尾 市 は
総 合 第 7 位、躍 進 賞 を 受 賞

 炬火ランナー、疾走陸上 50 歳代円盤投げで優勝した井上仁志さんの力強い走り
で、県体荒尾大会の幕が上がった。井上さんは見事優勝し、大会二連覇を飾った。

９
月
18
日
（
土
）・
19

日
（
日
）
に
熊
本
県

民
体
育
祭
荒
尾
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
県
内
各
地
か

ら
約
七
千
人
の
選
手
が
参
加

し
、
約
千
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
で
運
営

さ
れ
ま
し
た
。

開
会
式
の
歓
迎
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
で
は
万
田
保
育
園
、

清
里
保
育
園
、
シ
オ
ン
園
保

育
所
の
3
園
合
同
の
バ
ル
ー

ン
遊
戯
お
よ
び
肥
後
荒
尾
さ

の
よ
い
踊
り
子
隊
に
よ
る

「
さ
の
よ
い
踊
り
」
が
披
露

さ
れ
、
観
客
を
盛
り
上
げ
ま

し
た
。

入
場
行
進
で
は
荒
尾
高
校

ラ
グ
ビ
ー
部
の
生
徒
が
国
旗

　

  

９
月
13
日
（
月
）
に
行
わ

れ
た
採
火
式
。
前
畑
市
長
の
期

待
と
市
民
の
願
い
ど
お
り
、
今

大
会
は
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　
 

開
会
式
で
県
民
の
歌
を
披

露
し
た
緑
ケ
丘
小
学
校
の
児

童
。
元
気
な
歌
声
は
参
加
者

を
力
づ
け
た
。

を
持
ち
、
有
明
高
校
の
生

徒
が
ア
ナ
ウ
ウ
ン
ス
係
と

プ
ラ
カ
ー
ド
係
を
務
め
ま

し
た
。
入
場
行
進
曲
な
ど

式
典
音
楽
全
般
は
荒
尾
海

陽
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
生

徒
が
演
奏
し
ま
し
た
。

国
旗
掲
揚
で
は
、
荒
尾

の
観
光
大
使
で
シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
関
島

秀
樹
さ
ん
が
国
歌
を
独
唱

し
、
県
民
の
歌
を
緑
ケ
丘

小
学
校
の
児
童
と
と
も
に

合
唱
し
ま
し
た
。

こ
の
力
あ
ふ
れ
る
開
会

式
を
受
け
、
各
会
場
で
熱

戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま

し
た
。（
写
真
を
20
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）

 ▲

 ▲

出 会 い 　 と き め き
響 き あ い 　 荒 尾 県 体

special close up 01
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競 技 名 荒尾市
の順位

1
陸上競技（男） 7 位

陸上競技（女） 11 位

2 水泳 8 位

3 軟式野球 3 位

4
ソフトボール（男） 3 位

ソフトボール（女） 3 位

5 ソフトテニス 13 位

6 卓球 3 位

7
バドミントン（男） 3 位

バドミントン（女） 5 位

8
バレーボール（男） 9 位

バレーボール（女） 9 位

9
バスケットボール（男） 5 位

バスケットボール（女） 5 位

10 ハンドボール 9 位

11 サッカー 9 位

12 柔道 9 位

13 剣道 9 位

14 弓道 10 位

15 相撲 不参加

16 銃剣道 9 位

17 空手道 不参加

18 アーチェリー 10 位

19 クレー射撃 3 位

20 馬術 5 位

21 テニス 5 位

22
ゲートボール（男） 11 位

ゲートボール（女） 優勝

23 ボウリング 3 位

24
グラウンドゴルフ（男） 17 位

グラウンドゴルフ（女） 19 位

総合順位（20 郡市中） 7 位

躍進順位（20 郡市中） 1 位

総合開会式入場行進優勝郡市　選出

▼ 選手宣誓（夫婦で陸上競技に出
場した宇戸口一弘さんと英子さん）

▲ 見事地元優勝を勝ち取ったゲートボー
ル女子。おめでとうございます。

▲ 閉会式では来年の県体開催地、水俣市・葦
北郡の代表水俣市長へ標旗が引き継がれた。

総
合
成
績
は
１
位
熊
本
市
、

２
位
八
代
市
、
３
位
玉
名

市
で
、
荒
尾
市
は
７
位
の
結
果
で

し
た
が
、
前
64
回
大
会
か
ら
の
躍

進
順
位
で
見
事
１
位
と
な
り
躍
進

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

競
技
別
で
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

女
子
が
優
勝
。
軟
式
野
球
、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
男
女
、
卓
球
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
男
子
、
ク
レ
ー
射
撃
、
ボ

ウ
リ
ン
グ
が
３
位
と
健
闘
し
ま
し

た
。
多
数
の
応
援
も
か
け
つ
け
、

各
競
技
会
場
は
熱
い
戦
い
を
繰
り

広
げ
て
い
ま
し
た
。

競
技
別
の
各
郡
市
の
順
位
詳

細
と
荒
尾
市
選
手
団
の
個
人
入
賞

者
は
、
荒
尾
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
ま
す
。

県
民
体
育
祭
に
合
わ
せ
、
各

地
か
ら
来
荒
す
る
選
手
や
関
係
者

の
皆
さ
ん
に
心
温
ま
る
歓
迎
の
意

味
を
込
め
て
、
陸
上
競
技
場
、
市

民
プ
ー
ル
、
文
化
セ
ン
タ
ー
に
立

ち
上
が
り
花
壇
を
設
置
し
ま
し

た
。
こ
の
花
壇
は
熊
本
県
建
設
業

協
会
荒
尾
支
部
や
エ
コ
パ
ー
ト

ナ
ー
あ
ら
お
市
民
会
議
の
協
力
の

も
と
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

今
大
会
は
各
会
場
を
花
で
い
っ
ぱ

い
に
飾
っ
て
い
た
だ
い
た
花
い
っ

ぱ
い
推
進
協
議
会
、
運
営
に
携

わ
っ
て
い
た
だ
い
た
市
体
育
指
導

委
員
協
議
会
、
地
元
競
技
団
体
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
ら
の
多

大
な
協
力
で
、
無
事
に
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

荒
尾
市
の
堂
々
と
し
た
入
場
行
進
。
総
合

開
会
式
入
場
行
進
優
秀
郡
市
に
選
ば
れ
た
。

 ▲

▲ 荒尾市を代表して躍進賞の賞状を受け
とる市選手団団長の城戸勲さん（右）。

　

  

市
民
プ
ー
ル
入
口
に
設
置
さ
れ

た
立
ち
上
が
り
花
壇
。
約
10
基
が
新

設
さ
れ
、
訪
れ
る
人
の
目
と
心
を
和

ま
せ
た
。

競技の結果

 ▲
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１
９
１
１
年
―
―
今
か
ら
99
年
前
に
起

こ
っ
た
中
国
の
民
主
化
革
命
で
あ
る
「
辛
亥

革
命
は
、現
在
の
日
本
に
住
む
私
た
ち
に
と
っ

て
、
な
じ
み
が
薄
い
も
の
で
あ
る
よ
う
に
感

じ
る
人
も
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
か
し
中
国
を
大
き
く
変
革
す
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
「
辛
亥
革
命
」
は
、
孫
文
を
支

援
し
た
多
く
の
日
本
人
の
存
在
を
抜
き
に
は

語
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

孫
文
は
中
国
か
ら
ほ
ど
近
い
日
本
を
革
命

の
拠
点
の
一
つ
と
し
、
宮
崎
兄
弟
を
始
め
と

す
る
日
本
人
支
援
者
か
ら
物
心
両
面
の
支
援

を
得
て
、
革
命
へ
の
階
段
を
上
っ
て
行
っ
た
。

高
い
理
想
を
掲
げ
る
孫
文
と
志
を
同
じ
く

す
る
中
国
人
と
日
本
人
、
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま

な
思
惑
を
抱
く
両
国
人
。
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

と
行
動
が
交
錯
し
、
大
き
な
う
ね
り
と
な
っ

て
辛
亥
革
命
を
引
き
起
こ
し
た
。

革
命
家
・
孫
文

孫
文
に
は
、
確
か
に
革
命
家
と
し
て
の
資

質
が
備
わ
っ
て
い
た
。
人
を
引
き
つ
け
る
才

能
と
情
熱
が
あ
り
、
目
標
を
定
め
る
と
物
事

に
こ
だ
わ
ら
ず
に
ま
い
進
し
た
。
ま
た
、
楽

天
主
義
で
あ
り
、
欲
が
な
く
金
銭
に
も
こ
だ

わ
ら
な
い
人
物
だ
っ
た
。

孫
文
は
幼
い
こ
ろ
、
既
に
革
命
家
の
一
歩

を
踏
み
出
し
て
い
た
。
広
東
省
の
農
家
に
生

ま
れ
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
知
識
欲
が
旺
盛
だ
っ

た
孫
文
は
、
学
者
で
村
塾
を
開
い
て
い
た
叔

父
か
ら
、
太
平
天
国
の
乱
（
１
８
５
０
年
）

と
そ
の
指
導
者
・
洪
秀
全
に
つ
い
て
語
り
聞

か
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
清
朝
政
府
に
対
す

る
強
い
反
感
と
、「
第
二
の
洪
秀
全
」
に
な
り

た
い
と
い
う
革
命
家
と
し
て
の
思
い
を
芽
吹

か
せ
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

13
歳
の
時
、
孫
文
は
、
ハ
ワ
イ
に
移
民
と

し
て
渡
り
成
功
し
た
兄
の
下
に
身
を
寄
せ
、

カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
学
校
で
学
ん
だ
。
そ
こ
で

キ
リ
ス
ト
教
を
信
仰
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
で
、
強
い
中
華
思
想
の
持
ち
主
で
あ
っ
た

兄
の
怒
り
に
触
れ
、
郷
里
に
帰
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
広
州
・
香
港
で
医
学
を
学
ん
で
医

師
と
な
り
開
業
も
し
て
い
る
。
し
か
し
、
清

朝
政
府
の
圧
政
に
苦
し
む
中
国
で
、
医
学
や

慈
善
事
業
で
人
を
助
け
る
こ
と
に
は
限
界
を

感
じ
て
い
た
。
ま
ず
清
朝
政
権
と
い
う
満
州

異
民
族
支
配
・
皇
帝
専
制
支
配
と
、
腐
敗
し

た
官
僚
に
よ
る
政
治
に
よ
っ
て
疲
弊
し
、
列

強
か
ら
引
き
裂
か
れ
よ
う
と
し
て
る
中
国
を

大
本
か
ら
変
革
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

断
じ
、
革
命
を
決
意
し
た
。

１
８
９
４
年
に
ハ
ワ
イ
で
革
命
支
援
組
織

で
あ
る
興
中
会
を
組
織
し
、
翌
年
、
香
港
で

香
港
興
中
会
を
結
成
、
広
州
で
一
回
目
の
武

装
蜂
起
を
計
画
し
た
。

こ
の
後
16
年
を
掛
け
、
数
多
の
蜂
起
と
失

敗
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
辛
亥
革
命
は
成
就

す
る
こ
と
に
な
る
。

孫
文
と
日
本

孫
文
が
最
初
に
日
本
を
訪
れ
た
の
は
、

１
８
９
５
年
（
明
治
28
）
の
こ
と
で
あ
る
。

同
年
広
州
で
の
武
装
に
失
敗
し
、
賞
金
を

掛
け
ら
れ
て
追
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
孫
文

は
、
２
人
の
同
志
と
共
に
日
本
に
亡
命
し
た
。

最
初
か
ら
日
本
を
目
指
し
た
わ
け
で
は
な

く
、
清
朝
政
府
の
追
及
か
ら
逃
れ
る
た
め
に

一
刻
も
早
く
中
国
を
離
れ
る
必
要
が
あ
っ
た

孫
文
は
、
医
学
校
時
代
の
師
ら
の
手
助
け
も

あ
り
、
ひ
と
ま
ず
日
本
行
き
の
船
に
乗
り
込

ん
だ
の
で
あ
る
。

３
人
は
神
戸
を
経
由
し
、
横
浜
に
入
っ
た
。

そ
の
当
時
の
横
浜
に
は
華
僑
が
千
人
ほ
ど
暮

special close up 02

▲　孫文（1866 年 -1925 年）　　写真提供：社会教育課
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孫文と日本、そして滔天

2011 年 10 月 10 日　辛亥革命 100 周年プレイベント記念　集中特集②

ら
し
て
い
て
、
既
に
中
国
革
命
に
対
す
る
賛

同
者
が
集
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
30
人
ほ
ど
の

賛
同
者
で
興
中
会
横
浜
支
部
を
組
織
す
る
も

の
の
、
孫
文
は
ひ
と
ま
ず
日
本
を
離
れ
、
ハ

ワ
イ
を
経
由
し
、
ア
メ
リ
カ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
渡
っ
た
。

そ
の
後
、
孫
文
の
中
国
革
命
に
お
い
て
、

日
本
と
い
う
場
所
は
一
つ
の
大
き
な
役
割
を

果
た
す
よ
う
に
な
る
。
地
理
的
に
中
国
に
近

い
こ
と
や
、
日
露
戦
争
後
に
中
国
か
ら
日
本

へ
の
留
学
生
が
増
大
し
、
革
命
を
志
す
人
材

が
集
っ
て
い
た
こ
と
も
要
因
で
あ
る
だ
ろ
う
。

加
え
て
、
香
港
で
の
梅
屋
庄
吉
（
実
業
家
。

革
命
の
前
後
、
長
く
孫
文
を
支
援
し
た
）
や

ハ
ワ
イ
で
の
菅
原
伝
（
後
の
政
治
家
）、
宮
崎

兄
弟
ら
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
で
中
国
革
命

を
志
し
て
い
た
志
士
と
の
出
会
い
が
、
日
本

と
孫
文
を
強
く
結
び
付
け
た
。
そ
し
て
彼
ら

の
支
援
が
、
孫
文
の
辛
亥
革
命
へ
少
な
か
ら

ぬ
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

日
本
人
志
士
・
宮
崎
滔
天

１
８
９
７
年
（
明
治
30
）、
宮
崎
滔
天
は
横

浜
で
孫
文
と
初
対
面
を
果
た
す
。
そ
の
時
滔

天
は
、
犬
養
毅
を
通
じ
て
外
務
省
か
ら
委
託

さ
れ
た
中
国
の
秘
密
結
社
調
査
か
ら
帰
国
し

た
ば
か
り
で
あ
り
、
孫
文
は
カ
ナ
ダ
か
ら
日

本
に
再
上
陸
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

孫
文
に
会
う
な
り
滔
天
は
、
孫
文
が
志
す

革
命
の
趣
旨
と
方
法
を
問
い
質
し
た
と
い
う
。

「
中
国
を
民
主
化
す
る
た
め
に
は
革
命
が
必
要

で
あ
り
、
革
命
で
中
国
を
救
う
事
は
、
ア
ジ

ア
を
西
欧
列
強
の
支
配
か
ら
解
放
す
る
こ
と

に
な
る
」

孫
文
の
明
快
な
革
命
へ
の
理
想
と
、
彼
が

革
命
家
と
し
て
の
資
質
・
人
と
な
り
が
生
み

だ
す
言
葉
は
、
滔
天
に
深
い
感
銘
と
共
感
を

与
え
、
孫
文
こ
そ
真
の
革
命
者
で
あ
る
と
確

信
し
た
。
そ
れ
か
ら
滔
天
は
、
孫
文
と
中
国

革
命
を
あ
ら
ゆ
る
人
脈
と
金
策
を
も
っ
て
支

援
し
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

滔
天
は
今
で
も
、
孫
文
が
最
も
信
頼
し
た

日
本
人
の
一
人
と
し
て
名
が
挙
げ
ら
れ
る
人

物
で
あ
る
。

そ
の
信
頼
は
、
滔
天
が
貫
い
た
一
日
本
人

志
士
と
し
て
の
姿
勢
に
あ
っ
た
。

日
本
人
志
士
の
中
に
は
、
思
惑
の
違
い
な

ど
で
袂
を
分
か
つ
も
の
も
あ
っ
た
。
ま
た
、

明
治
維
新
後
、
日
本
国
内
の
政
情
も
未
だ
不

安
定
で
あ
り
、「
富
国
強
兵
」「
脱
亜
入
欧
」

の
道
を
突
き
進
み
、
国
益
や
利
権
・
私
欲
か

ら
孫
文
や
中
国
革
命
を
見
る
も
の
も
い
た
。

し
か
し
滔
天
は
、
孫
文
が
目
指
し
た
ア
ジ

ア
革
命
の
い
と
ぐ
ち
、
或
い
は
世
界
革
新
の

足
掛
か
り
と
し
て
の
「
中
国
革
命
」
の
先
に

あ
る
理
想
に
共
感
し
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
献

身
的
に
支
援
を
続
け
た
の
で
あ
る
。
官
や
国

家
的
視
点
に
立
つ
こ
と
な
く
、
世
界
的
視
野

に
立
っ
て
行
動
し
、
揺
る
ぐ
こ
と
は
な
か
っ

た
。
ま
た
、
中
国
革
命
の
成
就
に
尽
力
し
な

が
ら
も
あ
く
ま
で
「
客
分
」
と
し
て
一
線
を

引
き
続
け
、
時
に
は
日
本
政
府
の
動
き
に
も

批
判
的
で
あ
っ
た
の
も
滔
天
で
あ
る
。

彼
が
示
し
た
こ
れ
ら
の
一
貫
し
た
姿
勢
は
、

孫
文
以
外
の
中
国
人
革
命
家
に
も
畏
敬
さ
れ

た
点
で
あ
っ
た
。

　
　

昭
和
40
年
に
建
立
さ
れ
た
「
孫
文
、
滔
天
両
先
生
先

覚
回
天
記
念
像
」。
運
動
公
園
東
側
駐
車
場
の
一
角
に
あ

る
。
孫
文
（
右
）
と
滔
天
（
左
）
の
レ
リ
ー
フ
の
間
に
は
「
世

界
は
一
つ
」
の
文
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

▲
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ARAO CityTown Topics
ま ち の 話 題

400 年の歴史ある祭り、幻想的に
～上井手夜燈祭り～

９
月
11
日
（
土
）、
文
化
セ
ン
タ
ー
で
荒

尾
市
敬
老
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
、
市
内
で
米
寿
を
迎
え
た

355
人
一

人
ひ
と
り
の
名
前
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
後
、

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
代
表
の
宮
川
三

男
さ
ん
（
月
田
）
と
原
元
子
さ
ん
（
深
瀬
ヶ

丘
）
が
表
彰
状
と
記
念
品
を
受
け
取
り
、

謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

式
典
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
み

の
り
保
育
園
と
桜
山
保
育
園
の
園
児
に
よ

る
遊
戯
や
、
各
校
区
の
代
表
者
に
よ
る
演

芸
が
披
露
さ
れ
、
訪
れ
た
お
よ
そ

600
人
の

来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。
荒
尾
市
の

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
「
元
気
」
が
輝
い
た

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

９
月
９
日(

木)

、
Ｊ
Ｒ
荒
尾
駅
構
内
で
「
第

３
回
荒
尾
駅
及
び
周
辺
を
元
気
に
す
る
ま
ち
づ

く
り
懇
談
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
進
捗
状
況
と
現
在
調

整
中
の
事
業
に
つ
い
て
Ｊ
Ｒ
関
係
者
や
市
民
・

行
政
職
員
な
ど
か
ら
報
告
が
行
わ
れ
た
後
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て

意
見
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

花
壇
整
備
な
ど
景
観
面
か
ら
の
意
見
や
、
観

光
に
力
を
入
れ
る
提
案
、
更
に
駅
を
中
心
と
し

た
活
性
化
案
な
ど
豊
富
な
ア
イ
デ
ア
が
披
露
さ

れ
、
荒
尾
駅
が
「
ま
ち
の
顔
」
と
し
て
新
た
に

生
ま
れ
変
わ
る
た
め
積
極
的
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

荒尾駅とその周辺活性化の取り組みを報告
～第 3 回荒尾駅及びその周辺を元気にするまちづくり懇談会～

　

荒
尾
駅
と
駅
周
辺
の
活
性
化
は
、
荒
尾
市
の
大
切
な
課

題
。
よ
り
人
が
集
ま
る
駅
と
駅
周
辺
を
め
ざ
し
て
協
議
。

９
月
10
日
（
金
）、
上
井
手
神
社
夜
橙
祭
り
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
上
井
手
下
公
民
館
と
上
井

手
上
集
落
セ
ン
タ
ー
前
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
、
笹
行

燈
を
手
に
し
た
子
ど
も
た
ち
と
黒
装
束
と
白
装

束
の
太
鼓
若
衆
が
出
発
し
ま
す
。
行
列
は

400
年

前
か
ら
引
き
継
が
れ
て
き
た
楽
を
演
奏
し
な
が

ら
、
尼
が
島
交
差
点
で
合
流
し
上
井
手
の
唐
崎

宮
ま
で
練
り
歩
き
ま
し
た
。

神
社
の
階
段
に
は
約

100
個
の
行
燈
が
足
元
を

照
ら
し
、
幻
想
的
な
空
間
を
演
出
し
ま
す
。
境

内
で
は
竹
灯
篭
・
ね
ず
み
火
と
い
う
仕
掛
け
花

火
が
拝
殿
に
吊
る
さ
れ
た
提
灯
に
向
か
っ
て
放

た
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
松
札
の
販
売
や
抽
選
会

が
行
わ
れ
る
な
ど
参
加
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

ご長寿、おめでとうございます！
～荒尾市敬老大会～

　

上
井
手
上
の
太
鼓
若
衆
の
様
子
。
残
暑
の
夕
暮
れ
を
、
雅

に
練
り
歩
く
。

▲

▲

　

謝
辞
を
述
べ
る
宮
川
さ
ん
と
原
さ
ん
。
皆
さ
ん
ま
す
ま

す
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

▲
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音楽とエコな明かりで親睦を深める
～第 5 回音と光の祭典 in 宮崎兄弟の生家～

9
月
25
日
（
土
）
宮
崎
兄
弟
生
家
で
、
音
と

光
の
祭
典
（
一
小
校
区
元
気
づ
く
り
委
員
会　

主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
5
回
目

と
な
る
お
祭
り
は
、
竹
灯
篭
と
廃
油
ろ
う
そ
く

の
光
の
中
、
環
境
問
題
を
考
え
、
荒
尾
の
偉
人

宮
崎
兄
弟
を
し
の
ぶ
も
の
で
す
。

当
日
は
約
千
人
が
来
場
し
、
一
小
児
童
に
よ

る
ス
テ
ー
ジ
発
表
や
熊
本
県
警
音
楽
隊
に
よ
る

演
奏
、
タ
イ
の
民
族
舞
踊
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ス

テ
ー
ジ
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

日
が
落
ち
て
く
る
と
同
時
に
会
場
内
に
散
り

ば
め
ら
れ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
と
行
燈
に
火
が
灯
さ

れ
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。

　
　

１=

県
警
音
楽
隊
の
見
事
な
演
奏
。
２=

手
作
り
廃
油

キ
ャ
ン
ド
ル
。
華
や
か
に
暖
か
に
夜
を
彩
る
。

▲

手を取り合って 50 年  夫婦の絆を祝って
～第 52 回金婚夫婦表彰式～

９
月
29
日
（
水
）、
文
化
セ
ン
タ
ー
で

第
52
回
金
婚
夫
婦
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
表
彰
式
は
昭
和
34
年
か
ら
、

熊
本
日
日
新
聞
社
と
荒
尾
市
が
主
催
で

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
結
婚
50
周
年
を

迎
え
た
夫
婦
を
祝
い
、
表
彰
し
て
い
ま

す
。
今
年
は
市
内
で
71
組
の
夫
婦
が
祝

福
を
受
け
ま
し
た
。

式
で
は
坂
田
黎
一
さ
ん
・
峯
子
さ
ん

夫
妻
が
代
表
と
し
て
表
彰
状
と
記
念
品

を
受
け
取
り
、
謝
辞
と
と
も
に
二
人
で

唱
和
す
る
慶
び
の
う
た
を
披
露
し
ま
し

た
。
表
彰
を
受
け
た
皆
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　

仲
睦
ま
じ
く
謝
辞
を
述
べ
た
坂
田
さ
ん
夫
妻
。

▲

９
月
26
日
（
日
）、
桜
山
小
体
育
館
で
「
第

2
回
桜
山
ふ
れ
あ
い
げ
ん
き
祭
り
」（
桜
山
げ

ん
き
か
い　

主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

桜
山
保
育
園
と
小
鳩
幼
稚
園
の
園
児
に
よ

る
「
子
ど
も
神
輿
」
で
始
ま
り
、
午
前
は
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
荒
尾
太
鼓
や
桜
山
小

6
年
生
の
踊
り
、
四
中
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、

校
区
住
民
の
コ
ー
ラ
ス
や
踊
り
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
午
後
は
映
画
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
に
は
「
マ
ジ
ャ
ッ
キ
ー
」
も
応

援
に
か
け
つ
け
ま
し
た
。

桜
山
げ
ん
き
か
い
で
は
「
そ
れ
ぞ
れ
が
元

気
に
、
そ
し
て
校
区
の
み
ん
な
が
顔
見
知
り
に

な
る
こ
と
を
願
い
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
し
て

い
き
ま
す
！
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
し
た
。

盛りだくさん！地域の元気を楽しみました
～桜山ふれあいげんき祭り～

　
 

子
ど
も
神
輿
の
様
子
。
桜
山
郵
便
局
か
ら
桜
山
小
体
育
館
ま
で
、

６
年
生
の
先
導
で
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
わ
っ
し
ょ
い
！

▲

1

2
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く ら し の 情 報

地デジのご相談はデジサポへ！　希望するお宅には無料で戸別訪問します

2011 年 7 月に現在視聴しているアナログ放送が終
了し、地上デジタル放送へと完全移行します。この地
上デジタル放送を視聴するためには、地上デジタル放
送対応のテレビまたはチューナーなどが必要となりま
す。また、アンテナ工事なども必要となる場合があり
ます。

高齢者の中には、地デジへの対応方法などが判らな
いという人も多いことから、デジサポでは地デジの準
備ができていないお宅を戸別訪問し、地デジの準備の
仕方について、親切なアドバイス、サポートを無料に
て行います。戸別訪問を希望される場合は、まず、デ
ジサポへお電話ください。

【戸別訪問実施期間】
平成 22 年 11 月～平成 23 年 2 月

［問］デジサポ熊本（総務省 熊本県テレビ受信者支
援センター）☎ 096-312-5615 
平日午前 9 時～午後 6 時（土・日・祝日を除く）

荒尾都市計画下水道の変更（案）を縦覧します

荒尾都市計画下水道の変更（案）を作成しましたので、都市計画
法に基づき変更（案）の縦覧を行います。今回の変更（案）は下水
道の排水区域を追加するもので、追加区域については図のようにな
ります。荒尾市にお住まいの人および利害関係者で、ご意見がある
人は縦覧期間中に、意見書を提出することができます。

また、今回の変更（案）と意見書の要旨を荒尾都市計画審議会に
提出し、審議されて荒尾都市計画下水道の変更が決定します。

追加する排水区域
① 荒尾市緑ケ丘五丁目の一部ならびに荒尾市上井手字柳ノ浦及び字上
　人原の各一部、荒尾市平山字皮籠田、字南皮籠田、字八反田及び字
　聖人原の各一部、荒尾市本井手字栗ヶ浦、字原山、字植松、字野中、
　字谷頭及び字櫨畑の各一部
② 荒尾市牛水字北宅地の全部ならびに荒尾市牛水字東北原、字西北原、
　　字南烏芋田、字南宅地、字上磯、字中磯および字下磯の各一部
●縦覧期間　10 月 29 日（金）～ 11 月 11 日（木）
●縦覧場所　 下水道課（増永 1903、水道局敷地内）

［問］下水道課  ☎ 64-2700

① ②

追加区域
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県
有
明
海
区
漁
業
調
整
委

員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の

縦
覧
が
で
き
ま
す

差
押
不
動
産
を

公
売
し
ま
す

９
月
１
日
現
在
調
べ｢

県
有

明
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
選

挙
人
名
簿｣

が
で
き
ま
し
た
。
次

の
と
お
り
縦
覧
で
き
ま
す
の
で
、

当
て
は
ま
る
人
は
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。

●
期
間　

10
月
20
日
（
水
）
～
11

月
３
日
（
水
）
毎
日
、
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

●
場
所　

市
役
所
１
階
・
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局

●
異
議
の
申
し
出　

登
録
漏
れ
や

間
違
い
が
あ
れ
ば
、
異
議
の
申
し

出
が
で
き
ま
す
。
右
の
縦
覧
期
間

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取

引
に
は
届
出
が
必
要
で
す

一
定
面
積
以
上
の
土
地
を
売
買
等

し
た
と
き
は
、
契
約
後
に
権
利
取

得
者
（
買
主
）
が
届
出
を
す　

る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
届
出
の
必
要
な
取
引　

売
買
、

交
換
、
売
買
予
約
、
譲
渡
担
保
、

代
物
弁
済
な
ど

●
届
出
が
必
要
な
土
地
の
面
積

（
荒
尾
市
の
場
合
）

区　
　

域

市
内
全
域

（
都
市
計
画
区
域
）

届
出
対
象
面
積

５
０
０
０
㎡

●
届
出
期
限　

契
約
（
予
約
を
含

む
）締
結
日
か
ら
２
週
間
以
内（
締

結
日
を
含
み
ま
す
）

●
届
出
窓
口　

土
地
の
所
在
す
る

市
町
村
の
国
土
利
用
計
画
法
担
当
課

［
問
］
市
役
所
土
木
課
☎
63
・

１
４
８
５
、
県
地
域
振
興
課
☎

096
・

333
・
２
１
７
０

●
物
件　

宅
地
（

396
・
70
㎡
）
１

件
（
荒
尾
市
野
原
）

●
日
時　

11
月
24
日
（
水
）
午
後

１
時
受
付

●
会
場　

市
役
所
入
札
室

●
公
売
方
法　

一
般
競
争
入
札

●
持
参
品　

① 

公
売
保
証
金　

② 

印
鑑　

③ 

身
分
証
明
書
（
運

転
免
許
証
な
ど
）

※
参
加
者
が
代
理
人
の
場
合
は
、

委
任
者
の
実
印
を
押
し
た
委
任
状
・

委
任
者
の
印
鑑
証
明
書
・
代
理
人

の
印
鑑
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
法
人
の
場
合
に
は
代
表
権
を

証
す
る
書
面
（
商
業
登
記
事
項
証

明
書
な
ど
）
が
必
要
で
す
。

※
公
売
開
始
ま
で
に
滞
納
に
係
る

徴
収
金
が
完
納
さ
れ
た
場
合
は
、

公
売
を
中
止
し
ま
す
。
ま
た
、
公

売
代
金
納
付
期
限
ま
で
に
滞
納
に

係
る
徴
収
金
が
完
納
さ
れ
た
場
合

は
、売
却
決
定
が
中
止
さ
れ
ま
す
。

※
公
売
物
件
は
、
事
前
に
閲
覧
資

料
や
現
地
に
て
十
分
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

［
問
］
収
納
課
☎
63
・
１
３
６
２

読
書
の
秋  

…  

図
書
館
へ
行
こ
う
！

読
書
の
秋
を
迎
え
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
１
冊
読
み
た
い
と
考

え
て
い
る
皆
さ
ん
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

恒
例
の
「
読
書
週
間
」
は
、
10

月
27
日
～
11
月
９
日
ま
で
の
２
週

間
で
、
す
べ
て
の
人
た
ち
に
、
本

に
親
し
む
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
い
う
考
え
に
基

づ
い
た
運
動
で
す
。

こ
の
期
間
中
に
す
て
き
な
本
と

の
出
会
い
を
求
め
て
、
身
近
な
図

書
館
を
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

現
在
図
書
館
に
は
電
算
シ
ス

テ
ム
が
導
入
さ
れ
、
図
書
館
利
用

者
カ
ー
ド
を
作
る
と
10
冊
ま
で
本

を
借
り
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

ま
た
、
図
書
館
の
サ
ー
ビ
ス
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
活
用
す
れ
ば
、

皆
さ
ん
も
今
ま
で
以
上
に
楽
し
く

本
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

「
読
書
の
秋
・
読
書
週
間
」
は
、

ぜ
ひ
図
書
館
へ
！

［
問
］
市
立
図
書
館
☎
63
・
２
３
７
９

絵本など子どもの本を寄贈してください !
ご家庭で眠っている絵本など、使っていな

い子どもの本がありましたら、図書館カウン
ターにお持ちください。保存状態の良いもの
は、図書館の本として受けいれます。その他
は、「本の交換会」で市民の皆さんに再利用
していただけるように活用しています。

「
冷
凍
で
き
る
晩
ご
は
ん
」（

596
し
ろ
）

城
川 

朝
／
著　

日
本
放
送
出
版
協
会
／
発
行

「
読
書
の
時
間
が
な
～
い
」「
自
分
の
時
間
が

少
し
は
欲
し
い
！
」
と
い
う
人
に
お
す
す
め
。

晩
ご
は
ん
づ
く
り
の
時
間
を
ち
ょ
っ
と
節
約

で
き
る
こ
の
本
と
一
緒
に
、
秋
の
夜
長
を
と
も

に
過
ご
す
本
も
選
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

荒
尾
市
立
図
書
館

司
書
　
オ
ス
ス
メ
の
１
冊

内
に
印
鑑
を
お
持
ち
の
う
え
、
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
へ
お
い
で

く
だ
さ
い
。

［
問
］
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
63
・
１
２
５
４

野原八幡宮風流・節頭行事
10 月 15 日（金）の野原八幡

宮大祭で、午前 11 頃から、風流・
節頭行事が行われます。荒尾市
を代表するおよそ 750 年を誇る
伝統芸能をご堪能ください。

［問］社会教育課☎ 63-1681
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健康づくりのための食生活　その 1

Q.

[ 問 ] 保健センター☎ 63-1133

健 康 っ て 気 持 ち い い ！ v o l .7
S e r i e s  f o r  H e a l t h y  L i f e

A.
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もんだい

こたえ

日本人が 1 日に食べている野菜の量は？

③足りていない

①ちょうどよい　　②十分食べている　③足りていない

生活習慣病予防の観点からは野菜を 1 日 350 グラム食べることが勧めら
れています。現在の日本人の平均は 250 グラムです。あと 100 グラム足り
ていません。　　　　　（平成 20 年国民健康栄養調査 20 ～ 50 歳代野菜摂取量より）

「どんな食事をしていますか？」
「野菜は嫌いだから食べたくない」という人はいませんか？でも野菜を食べないで脂っ

こいものや甘いものばかり食べていると、体が太るだけではなく、いろいろな病気の原
因になります。また野菜を多く食べないと、肌が荒れたり、便秘になったりもします。
野菜に含まれているビタミンやミネラル、食物繊維が、そういうことになるのを予防し
てくれます。野菜を上手に食事にとり入れて、健康な体をつくりましょう。

もう受けましたか？
・「40 歳 ~74 歳の国保加入の人の特定健診」医療機関では 12 月末まで延長実施中 !
・「40 歳 ~74 歳の国保加入の人の特定健診」「75 歳以上の人の後期高齢者健診」の
集団健診は 11 月に実施します。

管理栄養士による「けんこう・栄養相談」毎週木曜日 午後　実施中（要予約）

「野菜不足を解消するには」
不足している野菜 100 グラムをとるには、

・ニンジンなら半分。野菜炒めなら半皿分。むずかしい量ではありません。
・生野菜ではなく温野菜だと食べやすくなります。スープでも煮物でも。忙しいとき

はレンジでチンで。野菜そのものの味や食感も変化するので食事自体が豊かになる
ところがおすすめです。

・ 野菜メニューも充実している夕食ではなく、朝食や昼食でプラスするのがコツです。
・これからの季節、いろいろな鍋料理で種類豊富な野菜をたくさん食べましょう。

※健康づくりのための食生活について詳しく知りたい人は、保健セン
ターの管理栄養士や、食生活改善推進員へ気軽におたずねください。

1 日に必要な野菜 350 グラムは野菜料理（副菜）5~6 皿分に相当します。

1 日 に 5 ~ 6 皿 の 野 菜 料 理 （ 副 菜 ） を 食 べ ま し ょ う
（副菜とは、野菜・きのこ・海藻料理）

野菜料理は生野菜、サラダ、煮物、おひたし、みそ汁、スープ、酢の物…と、いろいろな種
類があります。野菜料理に変化をつけることで食卓がバラエティ豊かになります。

～食生活は、主食・主菜・副菜を基本に食事のバランスを～
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健 康 ・ 保 健 ・ 子 育 て

ポリオ（小児マヒ）生ワクチンの投与を実施します
●対象者　生後 3 カ月～ 90 カ月（7 歳 6 カ月）
未満の子どもさんで、2 回の接種が終了していな
い人

●日程
月日 お住まいの校区 場所

10 月 26 日（火） 八幡小・二小
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

10 月 29 日（金） 中央小
11 月 5 日（金） 一小
11 月 9 日（火） 緑ケ丘小
11 月 11 日（木） 有明小・桜山小
11 月 12 日（金） 清里小・府本小
11 月 19 日（金） 平井小・三小

●受付時間　午後 1 時 30 分～ 2 時 30 分
●必要なもの　母子健康手帳、予診票

（お持ちでない人は会場でお渡しします）

●注意事項
・投与後 30 分は飲食を避けてください
・下痢をしている子どもさんは投与を控えてください
・他の予防接種との間隔に注意してください
・最近病院にかかっていた人や病気などで治療中の人

は、当日の接種が可能かどうか、かかりつけの医師
に相談してください

・予診票の記入は、必ずペンかボールペンで記入
してください

●その他　予防接種にあたり、投与の意思を確認します
ので、子どもさんの健康状態をよくわかった保護者（親
権を行う者・後見人）が同伴してください。保護者以外（親
族）の人が同伴する場合には、委任状が必要です。事前
に保健センターに取りにおいでください。

［問］保健センター☎ 63-1133

日本脳炎の予防接種が受けられます

日本脳炎の予防接種について、平成 17 年 5 月 30
日から平成 22 年 3 月 31 日までは接種をお勧めして
いませんでしたが、その間に接種していない人につい
て、接種ができるようになりました。

今年 4 月から再開された第 1 期の標準的な接種年齢
にあたる人（3 歳）に加えて、第 2 期にあたる人も接
種可能になりました。

●対象者　第 1 期：生後 6 カ月～ 90 カ月（7 歳 6 カ月）
未満の人（標準的な接種年齢は 3 歳～ 4 歳）
第 2 期：9 歳～ 13 歳未満の人（標準的な接種年齢は
9 歳～ 10 歳）
第 1 期および第 2 期の期間内に、第 1 期の接種不足分
を次のように接種することができます。
①第 1 期を 1 回接種した人…残り 2 回を接種できます。
②第 1 期を 2 回接種した人…残り 1 回を接種できます。
③第 1 期を全くしていない人…3 回接種できます。
※ 7 歳 6 カ月～ 9 歳未満で接種を受けていない人につ
いては、2 期の 9 歳になった時点で接種できます。

●実施医療機関　予防接種は次の医療機関で
行っていますので、必ず事前に窓口か電話での
予約をしてください。
●必要なもの　母子健康手帳・予診票
保護者以外の人（親族に限る）が同伴する場合
は、委任状が必要です。
※ご不明な点は、各医療機関または保健セン
ターへお問い合わせください。

●日本脳炎予防接種実施医療機関
医療機関名 ☎電話番号 医療機関名 ☎電話番号

足達内科医院 ☎ 62-0278 さとう総合内科
クリニック ☎ 62-1273

荒尾クリニック ☎ 63-1166 田中良医院 ☎ 66-0666
荒尾市民病院 ☎ 63-1115 田宮医院 ☎ 62-0017
牛島内科医院 ☎ 64-2361 藤木医院 ☎ 68-0818
こどもクリニック
友枝 ☎ 65-8181 本里内科 ☎ 64-0556

坂田小児科医院 ☎ 62-0200 山田クリニック ☎ 62-7722

［問］保健センター☎ 63-1133

【
有
料
広
告
】
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障
が
い
者
定
期
相
談
会（11

月
）

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

て
い
る
皆
さ
ん
へ

身
体
・
知
的
・
精
神
な
ど
に

障
が
い
の
あ
る
人
や
、
そ
の
家
族

が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
、
困

り
ご
と
に
つ
い
て
、
巡
回
相
談
を

開
催
し
ま
す
。
各
障
が
い
種
別
ご

と
の
相
談
員
の
ほ
か
、
障
が
い
者

の
就
労
に
関
す
る
相
談
員
も
派
遣

さ
れ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
11
月
17
日
（
水
）
午
前

９
時
30
分
～
11
時
30
分

※
原
則
予
約
制
で
す
。
相
談
日
の

７
日
前
ま
で
に
福
祉
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

●
場
所　

玉
東
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
相
談
内
容　

日
常
生
活
、年
金
、

特
定
健
康
診
査
の
期
間
を

延
長
し
ま
す

年
金
を
受
給
し
て
い
る
皆

さ
ん
、
扶
養
親
族
等
申
告

書
提
出
を
お
忘
れ
な
く

【
無
料
法
律
相
談
】　

▽
日
時　

①
11
月
４
日
（
木
）
②
11

月
18
日
（
木
）、
午
後
１
時
～
４
時

▽
場
所　

市
役
所
総
合
案
内

▽
申
込
受
付　

①
10
月
22
日（
金
）

～
11
月
２
日
（
火
）
②
11
月
５
日

（
金
）
～
11
月
17
日
（
水
）

※
予
約
先
着
８
人

［
申
・
問
］
総
合
案
内
☎
63
・

１
５
０
３

【
行
政
相
談
】　

▽
日
時　

11
月
４
日
（
木
）、
11
月

18
日
（
木
）、
午
前
10
時
～
正
午

▽
場
所　

市
役
所
総
合
案
内

［
申
］
総
合
案
内
☎
63
・
１
５
０
３

【
年
金
相
談
】　

▽
日
時　

10
月
26
日
（
火
）、
午

前
10
時
～
午
後
３
時

▽
場
所　

市
役
所
11
号
会
議
室

［
申
］
健
康
生
活
課
☎
63
・

１
３
２
７

 

各
種
相
談

健 康 ・ 保 健 ・ 子 育 て

平
成
22
年
度
の
荒
尾
市
特
定

健
康
診
査
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療

機
関
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
期

間
を
、
12
月
末
ま
で
延
長
し
ま
し

た
（
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
は
9

月
末
ま
で
）。

今
お
持
ち
の
受
診
券
は
そ
の

ま
ま
使
え
ま
す
の
で
、
保
険
証
と

と
も
に
健
診
を
受
け
る
医
療
機
関

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
診
券
を
破
棄
・
紛
失
な
ど

さ
れ
た
人
や
、
届
い
て
い
な
い
人

は
、
国
保
年
金
係
で
再
交
付
し
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

［
問
］
健
康
生
活
課
☎
63
・

１
３
２
７

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

及
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け

る
た
め
に
は
、
支
払
っ
た
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

平
成
22
年
１
月
１
日
か
ら
９

月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保

険
料
を
納
め
た
人
に
は
、
10
月
下

旬
か
ら
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機

構
本
部
か
ら
、『
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
』

が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末
調

整
や
確
定
申
告
の
際
に
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
10
月
１
日
か

ら
12
月
31
日
ま
で
の
間
に
今
年
初

め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た

人
に
は
、
来
年
の
１
月
下
旬
に
送

付
さ
れ
ま
す
。

［
問
］
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ

ル
☎
０
５
７
０
・

070
・

117

老
齢
や
退
職
を
支
給
の
理
由

と
す
る
年
金
は
、
雑
所
得
と
し
て

所
得
税
の
課
税
対
象
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

課
税
対
象
と
な
る
受
給
者
の

方
に
は
、
11
月
上
旬
ま
で
に
日
本

年
金
機
構
か
ら
扶
養
親
族
等
申
告

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
12
月

１
日
の
提
出
期
限
ま
で
に
必
ず
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
提
出
を
忘
れ
る
と
、
各

種
控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、
所
得
税

の
源
泉
徴
収
税
額
が
多
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

［
問
］
玉
名
年
金
事
務
所
☎
74
・

１
６
３
８

熊
本
県
被
爆
二
世
健
康
診

断
を
実
施
し
ま
す

熊
本
県
で
は
県
内
在
住
の
被

爆
者
健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
人
に

対
し
、「
被
爆
二
世
の
人
を
対
象

と
し
た
健
康
診
断
実
施
の
お
知
ら

せ
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
。
受
診

を
希
望
さ
れ
る
被
爆
二
世
の
人

は
、
11
月
5
日
ま
で
に
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
実
施
機
関　

玉
名
中
央
病
院

●
実
施
日　

11
月
15
日
（
月
）

［
申
・
問
］
有
明
保
健
所
☎
72
・

２
１
８
４

就
労
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に

関
す
る
こ
と
な
ど

［
申
・
問
］
福
祉
課
☎
63
・

１
４
０
６
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
62
・
２
８
８
１

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

荒
尾
・
大
牟
田
医
師
会
加
盟

委
託
医
療
機
関
以
外
で
の
接

種
に
変
更
が
あ
り
ま
し
た

広
報
あ
ら
お
10
月
１
日
号
16

ペ
ー
ジ
掲
載
の
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
接
種
」
の
記
事
で
、
65
歳

以
上
の
人
が
荒
尾
と
大
牟
田
医
師

会
加
盟
の
委
託
医
療
機
関
以
外
で

接
種
す
る
場
合
に
つ
い
て
、
依
頼

書
発
行
の
た
め
の
申
請
が
不
要
に

な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

［
問
］
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
63
・

１
１
３
３
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女性特有のがん検診推進事業、あなたは対象者ではありませんか？

女性特有のがん検診（子宮頸がん、乳がん検診）実施中です！

●対象者
子宮頸がん検診

年齢 生 年 月 日
20 歳 平成元年 4 月 2 日 ～ 平成 2 年 4 月 1 日
25 歳 昭和 59 年 4 月 2 日 ～ 昭和 60 年 4 月 1 日
30 歳 昭和 54 年 4 月 2 日 ～ 昭和 55 年 4 月 1 日
35 歳 昭和 49 年 4 月 2 日 ～ 昭和 50 年 4 月 1 日
40 歳 昭和 44 年 4 月 2 日 ～ 昭和 45 年 4 月 1 日

乳がん検診
年齢 生 年 月 日
40 歳 昭和 44 年 4 月 2 日 ～ 昭和 45 年 4 月 1 日
45 歳 昭和 39 年 4 月 2 日 ～ 昭和 40 年 4 月 1 日
50 歳 昭和 34 年 4 月 2 日 ～ 昭和 35 年 4 月 1 日
55 歳 昭和 29 年 4 月 2 日 ～ 昭和 30 年 4 月 1 日
60 歳 昭和 24 年 4 月 2 日 ～ 昭和 25 年 4 月 1 日

対象者でまだ受診していない人は、早めに予約し、
受診してください。

子宮頸がんは 20 ～ 30 歳代に増加傾向にあり、乳
がんは 50 歳前後でピークをむかえます。

日ごろから健康的な生活習慣で病気を予防し、早
期発見のための検診を受けましょう！

●実施期間　平成 23 年 2 月 28 日まで
●検診機関と予約先

荒尾市民病院　健康管理センター
☎ 62-4480（要予約）

●注意事項　対象者への案内・無料クーポン券は平
成 22 年 4 月 20 日現在で荒尾市にお住まいの人にお
送りしています。平成 22 年 4 月 21 日以降に荒尾市
へ転入した対象者は、保健センターまでお問い合わ
せください。

［問］保健センター☎ 63-1133

子
宮
頸
が
ん
検
診
の
ク
ー

ポ
ン
券
（
上
）
と
乳
が
ん

検
診
の
ク
ー
ポ
ン
券
（
下
）

「早めの予防で良好に保つ！糖尿病予防教室」
参加者募集！

「自分の健康は、自分で守る」ために、できることからはじめ
てみませんか？糖尿病予防のポイントを学び、食事や運動など
生活に活かせる教室を行います。食生活改善推進員があなたの
健康づくりをお手伝いします。

1 回目 2 回目
実施日 11 月 18 日（木） 12 月 2 日（木）
時 間 午前 10 時～午後 2 時 午前 10 時～午後 4 時
場 所 エポック・荒尾 講習室

内 容
・糖尿病予防のポイント
・作って、食べて実感！バラ
ンス食（調理実習）

・医師などによる講演「～血
管にやさしく～元気な生活
を続けるために」

・調理実習
申込期限 11 月 5 日（金）

●対象　糖尿病予備群や生活習慣病の予防に関心がある人で、2
回とも参加できる人
●定員　30 人（定員になりしだい締切）
●参加費　無料
※塩分チェックテープや糖尿病予防のためのレシピ集など差し
上げます。

［申・問］お近くの食生活改善推進員または保健センター☎ 63-

1133

10 月の休日当番医（外科系）
に変更がありました

広報あらお 10 月 1 日号 26 ページ
「医療カレンダー」でお知らせした

休日当番医（外科系）に変更があり
ましたので、お知らせします。

［変更前］
17 日（日）　南整形外科医院
31 日（日）　伊藤医院

［変更後］
17 日（日）　伊藤医院

（四山町 3 丁目、☎ 62-0405）
31 日（日）　南整形外科医院

（荒尾大谷、☎ 64-2302）
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荒 尾 市 民 病 院
からのお知らせ

市 民 を 愛 す る
市 民 に 愛 さ れ る  病 院 へ

腎臓内科のＱ & Ａ パート 1 今回から 2 回シリーズで紹介します

循
環
器
内
科
か
ら　

講
習
会
を
開
催
し
ま
す

●
テ
ー
マ　

高
血
圧
に
つ
い
て　
　

●
講
師　

梶
原 

一
郎 

医
師

●
日
時　

10
月
22
日
（
金
）、
午
後
３
時
～
４
時

●
場
所　

地
域
医
療
研
修
セ
ン
タ
ー
（
南
病
棟
４
階
）

［
問
］
市
民
病
院
総
務
課
総
務
係
☎
63
・
１
１
１
５
内
（

511
）

Ｑ．血尿があるといわれたら？
血尿の場合、尿潜血反応（試験紙に

よる尿検査）と尿沈渣（顕微鏡での検
査）で赤血球や円柱が尿に混入してい
るかを確認します。血尿が生じた場合、
たん白尿の有無が重要です。40 歳以上
の場合、血尿のみの単独例では腎実質
疾患よりも泌尿器疾患の方が多く見ら
れます。従って尿路悪性腫瘍の可能性
も否定できないため、検尿を繰り返し
行い、泌尿器科精査を行います。

さらに、たん白尿がなくても尿沈渣
で円柱が認められるような場合は腎専
門医による精査を受けたほうがよいと
思われます。

血尿と蛋白尿が共に認められた場合
は慢性腎炎の存在を疑います。ただ、
慢性腎炎にはたくさんの種類があり、
尿潜血反応に加え腎生検（組織の一部
を摘出しての検査）を含めた精査が必
要となります。

Ｑ．体がむくむのですが？
まず体のどの部分がむくんでいるの

か確認します。浮
ふ し ゅ

腫（むくみ）は全身性
浮腫と局所性浮腫に大別されます。手足
の一か所あるいは二か所に限った浮腫
を限局性浮腫といい、それ以上の範囲の
ものを全身性浮腫と呼びます。なお、両
足の浮腫は通常全身性浮腫の徴候とさ
れています。

全身性浮腫ならば心疾患（うっ血性
心不全）、肝疾患（肝硬変）、腎疾患（ネ
フローゼ症候群、急性腎炎症候群、慢
性腎炎、腎不全）、内分泌疾患（甲状腺
機能低下症、糖尿病）、栄養障害、薬剤

によるものといった疾患が原因として
考えられます。

局所性浮腫ならば静脈性浮腫（上、
下大静脈症候群、静脈血栓症、静脈炎）、
リンパ性浮腫（リンパ閉塞、フィラリ
ア症）、血管・神経性浮腫（クインケ浮
腫、アナフィラキシーショック）炎症
性浮腫 ( じんましん、やけど ) が鑑別と
してあげられます。

浮腫は、浮腫を引き起こしている原
因となっている病気を把握し、それに応
じた治療方針を考えることが大切です。

　患者図書室けやき　をご利用ください！

「患者図書室けやき」には、病気・治療に関する解説本
や食事療法・栄養の本、検査・薬に関する本などをそろえ
ています。どうぞお気軽にご利用ください。

中央処置室 階段 外来受付 薬局

EV

診察室 処方箋・FAX
コーナー

患者図書室
けやき 相談支援センター

正面玄関

病
棟

利用時間 平日午前 10 時～午後 4 時
（土・日・祝日・年末年始はお休みです）

利用者 患者さん・ご家族・市民の皆さん
サービス内容 医療に関する本　約 1,000 冊

がんの DVD・パンフレット
医療情報検索用のインターネットコーナー

貸し出し冊数 入院患者さんは 1 週間に 2 冊まで貸出できます
その他の人は図書室内での閲覧をお願いします

☆「患者図書室けやき」は、正面玄関入ってす
ぐ右手にあります。どうぞご利用ください！

▲患者図書室けやきは、明る
く利用しやすい雰囲気。
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試 資格取得や採用などの試験 募 参加者・受講者の募集 イ イベント開催・催しに参加しませんか

試験・募集・イベント

募 暮らしと健康　九州看護福祉大学公開講座　開催中

開講日 講師名 演　題 場所（九州看護福祉大学）

10/30（土） 緒方 妙子 家族でつくろう健康生活 212 教室

11/6（土） 二塚 信 老いの医学 212 教室

11/13（土） 田中 千穂子
口腔保健の視座 2
これでばっちり健口アップ 3 号館中講義室

11/27（土） 二宮 省悟 正しいダイエットしていますか？ 2 号館 3階 機能診断室

●時間　午前 10 時 30 分～正午
●受講料　無料（事前予約は不要です）
[ 問 ] 九州看護福祉大学事務局 ☎ 75-1800

イ 第 38 回熊本県書道連盟《荒
尾・玉名》巡回展開催

【漢字・かな・調和体・少字数・
篆刻】の作品約 100 点が一同に展
示されます。
● 日 程 10 月 22 日（ 金 ） ～ 24
日（日）
●時間 午前 9 時～午後 5 時
●会場 文化センター
●入場 無料

［問］中本管城  ☎ 080-5202-6870

募 県母子家庭等就業・自立支援センター
簿記 3 級・会計ソフト実務
能力 2 級講習会

●日程 11 月 9 日（火）～平成 23
年 2 月 25 日（金）のうち、14 日間
●会場 熊本県庁
●費用 受講料無料 ただし、模擬
試験費用（簿記 3 級 2,500 円、会
計ソフト実務能力 2 級 5,000 円）
と テ キ ス ト 費 用（4,800 円 程 度 ）
は自己負担
●定員 30 人程度（応募者多数の
場合は抽選）
●締切日 10 月 22 日 ( 金 )
●対象者 次のいずれも満たす人
①母子家庭の母または寡婦 ②就
業のため簿記取得の必要のある人
で講習会の全日程に参加できる人
※子どもが２歳以上で、託児が必
要な人は事前にご相談ください

［問］熊本県母子家庭等就業・自
立支援センター ☎ 096-351-8777 

［申］市役所子育て支援課 ☎ 63-
1417

イ 不動産無料相談会　
●日程 10 月 22 日（金）
●時間 午後 1 時～ 4 時
●会場 市役所 1 階 11 号会議室
●内容 不動産の価格、賃料、利
用、その他の不動産に関すること。
相談希望の人は直接会場におこし
ください。

［問］熊本県不動産鑑定士協会  
☎ 096-385-5020 FAX096-385-
0165

イ 荒尾ふれあい朝市会
22 周年記念イベント

22 周年記念イベントの第 2 弾！
先着 500 人に新米を配布します。
●日程 10 月 17 日（日）
●時間 午前 4 時～
●会場 あらおシティモール E 駐
車場（荒尾市観光物産館前）

［問］荒尾ふれあい朝市会
会長 浅田 ☎ 66-2566

募 JICA 海外ボランティア
募集説明会

●日時 青年海外協力隊…10 月
16 日（土）午後 2 時～、10 月 23
日（土）午後 7 時～
シニア海外ボランティア…10 月
20 日（水）午後 6 時 30 分～
●会場 熊本市国際交流会館（熊
本市花畑町 4-8）
● 募 集 期 間　10 月 1 日（ 金 ） ～
11 月 8 日（月）

[ 問 ]JICA デスク熊本 木下
☎ 096-359-2103

イ 児童センターバスハイク　

●日程 11 月 3 日（水 ･ 祝）
●時間 午前 9 時 15 分集合 ( 雨天
中止 ) 出発時間 9 時 30 分
●集合場所 児童センター
●登山場所 金峰山
●参加対象　小学 4 年～中学生ま
で ( 小学 3 年生以下の参加希望者
は保護者同伴とし、自家用車で午
前 10 時 30 分までに直接現地集合 )
●定員 42人(定員になり次第締切)
●持参するもの 弁当・水筒・タオル
●申込方法　印鑑持参のうえ直接児
童センターへ申し込んでください。

［問］児童センター ☎ 63-2517

イ 派遣労働者セミナー 開催

●日程 11 月 19 日（金）
●時間 午後 1 時 30 分～ 4 時
●場所 玉名公共職業安定所
●内容 労働者派遣法および労働
基準法などの労働関係法令や労働
者派遣制度の説明会と、派遣労働
や正社員への就職に関する相談会
●定員　30 人

［申・問］熊本労働局☎ 096-211-1731
玉名公共職業安定所☎ 72-8609

イ 大牟田高等技術専門校
パソコン初級科③訓練生募集

● 訓 練 期 間 3 カ 月（ 平 成 22 年
12 月 2 日～平成 23 年 2 月 25 日）
●訓練内容 パソコンの基礎知識
とワード、エクセルなどの習得
●訓練場所 サンビジネススクー
ル大牟田校（大牟田市日出町 1-2-5）
●定員 25 人
●応募資格 雇用保険受給資格者
またはハローワークから受講推薦
を受けることができる人
●募集期間　11 月 1 日（月）まで
●入校選考日 11 月 10 日（水）
●合格発表　11 月 19 日（金）
●受講料 無料（ただし教科書代
として 10,000 円程度が必要）

［申・問］ハローワーク玉名☎ 72-
8609 または大牟田高等技術専門校
☎ 0944-54-0320
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試験・募集・イベント

募 小岱工芸館まつり～作品展～

●日時 10 月 24 日（日）午前 10
時～午後 4 時
●場所 小岱工芸館
●内容 

〈作品展示〉陶芸教室作品・絵手紙・
竹工芸・葦ペン画・写真

〈体験〉絵手紙…午前 10 時～午後
3 時、お茶会…午前 10 時～午後 2
時、陶芸ろくろ体験…午前 10 時～
11 時 30 分、午後 1 時～ 2 時 30 分、
竹工芸 ( 定員 15 人程度 )…午前 10
時 30 分 ～ 11 時 30 分、 午 後 1 時
30 分～ 2 時 30 分

［問］小岱工芸館 ☎ 68-7400

イ 荒尾市民文化祭が開催されます！

展示部門 日 程 場 所

華道展 10 月 30 日（土）～ 31 日（日） あらおシティモール 2
催し物会場

文芸展・児童生徒作品展
11 月 3 日（水）～ 7 日（日）
表彰式 15：00 ～

ギャラリー 詩・短歌・
俳句・狂句・川柳

総合美術展（前期） 11 月 10 日（水）～ 14 日（日） ギャラリー 書道・写真

総合美術展（後期）
11 月 17 日（水）～ 21 日（日）
表彰式 15：00 ～

ギャラリー 絵画
アートフォーラム 押花
練習室② 陶芸
練習室① 木竹・籐

舞台部門 日 程 場 所

吟剣詩舞合同発表会 11 月 3 日（火）（祝日） 小ホール 入場無料

お茶会 11 月 3 日（火）（祝日） 会議室①②④  入場料有

日舞・三曲合同発表会 11 月 7 日（日） 大ホール 入場料有

混声合唱団 ARAO 11 月 28 日（日） 大ホール 入場料有

募 荒尾ジャンボ梨で石鹸づく
りをしませんか！

保湿効果たっぷりの梨パウダーと
ご自分のお肌にあったハーブを使っ
てオリジナルの石鹸を作ります。作
成後、梨のお菓子とコーヒーでお
茶しませんか？
● 日 時 10 月 28 日（木）午後 1
時～ 3 時
●場所 観光物産館
● 申 込 締 切　10 月 15 日まで（た
だし定員の 20 人になり次第締切）
●持参するもの  エプロン、マスク

［問］観光物産館  ☎ 66-0939

募 こすもすの里
クラシックコンサート

秋の夜長、コスモスの花にかこ
まれてクラシック音楽を楽しみませ
んか。荒尾で生まれた天才少女詩
人海達公子をしのんで作られた創
作曲の演奏もあります。
●日時 10 月 23日（土）午後 6 時～
●場所 荒尾こすもすの里（下赤田）
● 演 奏 者　 元福岡フィルハーモ
ニー管弦楽団コンサートマスター・
バス歌手  角 田 整 保
※当日は焼きそば、いものてんぷ
ら、農産物などの販売もあります

［問］荒尾こすもすの里 原田  ☎
68-6220

募 第 20 回県堺大綱引き大会　開催
荒尾・大牟田両市の活性化を願ってスタートした県堺大綱引き大会が、今年

で 20 回目を迎えます。長さ 400 メートルの綱を引き合う大綱引き。今では秋の
風物詩となったこの大会の対戦成績は、荒尾市の 10 勝 9 敗となっています。
 子ども綱引き、女綱引き、メインの大綱引き (300 人対 300 人 ) 皆さんも積極
的に参加してみませんか。綱引きは３回戦制で先に２勝した方が勝ちとなります。
参加者には記念品があります。

●日程 11 月 7 日 ( 日 ) 雨天決行
●場所 県境特設会場（国道 389
号線、四ツ山町）
●申込締切 10 月 28 日（木）
※申込用紙は、同大会実行委員会
と産業振興課に準備しています。
●その他
※会場一帯は、正午から午後 4 時
30 分（一部午後 3 時 30 分）まで交
通が規制されます。
※駐車場は、浄水センター多目的
グラウンド（おもやい市民花壇の
北側）をご利用ください。
※子ども綱引きに参加する児童
は、申込用紙に必要事項をご記入
のうえ、必ず保護者同伴での参加
をお願いします。

［問・申］同大会実行委員会小塩委員
長 ☎ 62-0277 FAX62-5839 または産
業振興課☎ 63-1432 FAX63-1158

時 間 内 容

12:30 荒尾太鼓
入場パレード

13:00 開会式
〈中央ステージにて〉

14:00 大綱引き（1 本目）

14:15 頃
（大綱引き

1 本目終了後）

女綱引き
〈荒尾太鼓〉

※ 1 本目と 2・3 本目
の間で子供綱引き

女綱引き終了後 大綱引き（2・3 本目）

15:00
閉会式
表彰式抽選会

（中央ステージ）

［問］社会教育課 ☎ 63-1681
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試 資格取得や採用などの試験 募 参加者・受講者の募集 イ イベント開催・催しに参加しませんか

募 第 10 回ストリートミユー
ジシャンコンテスト in 荒尾

荒尾商工会議所青年部では、地
域の活性化と青少年の健全育成を
目的として、毎年若者を対象にスト
リートミユージシャンコンテストを
開催しています。日頃鍛えた自慢の
声を、大勢の人の前で披露してみ
ませんか？（上位入賞者には賞品
もあります）また、当日は荒尾市出
身のシンガーソングライターの関
島秀樹さんや玉名市出身の森川博
之さんのミニライブもあります。
●日時 11 月 28 日（日）11 時～
●場所 あらおシティモール屋外
イベント広場（雨天の場合 中央
出会いの広場）
●応募締切 11 月 1 日（月）
[ 申・問 ]　荒尾商工会議所青年部
永島 〒 864-0054 荒尾市大正町

1-4-5 ☎ 62-1211 FAX62-1216

募 ～子育て支援プログラム～

あなたらしい子育て見つ
けよう

カナダ生まれの乳幼児と親のた
めの共育ち講座です。

参加者一人ひとりに関心のある
ことや、日ごろの具体的な悩みに合
わせてプログラムを計画します。
●日時 10 月 29 日 ( 金 )、11 月 4
日 ( 木 )・11 日 ( 木 )・18 日 ( 木 )・
26 日 ( 金 )、12 月 2 日 ( 木 )・10
日 ( 金 )・16 日 ( 木 ) の全８回。午
前 10 時～正午
●場所 桜山保育園 子育て支援
センター『こじか』
●定員　14 人（応募者多数の場合
は抽選）
●対象者 就学前までのお子さん
を持つお母さん
●受講料　無料
● 講 師　NP-Japan フ ァ シ リ テ ー
ター 深浦淳美、 村田牧子
●託児有　６カ月くらいから託児
ができます。
●その他　お子さんの着替え・お
やつなどは、各自ご用意ください。
※ 10 月 21 日（木）に事前オリエ
ンテーションをします。
●申込 受付中
[ 申・ 問 ] 深 浦 ☎ 090-8628-8411、
村田☎ 090-7478-8279、子育てネッ
ト・ＮＰたまな事務局地域交流館「み
ゆき苑」☎ 74-2466

イ 第９回城北地区知的障害者施設
作品展示即売会
～ふれあい・心・バザール～

城北地区の知的障がい者施設が
一同に会して、作品・収穫物の展
示即売をします
●日時 10 月 29 日（金）～ 31日（日）
●場所 あらおシティモール 1 階
であいの広場
●内容 新鮮野菜、みかん、パン、
陶器、手芸品、花苗など
[ 申・問 ]　城北地区知的障がい者
施設作品展示即売会 事務局
☎ 64-0752

イ ～三井文庫写真帳展～

明治・大正・昭和初期の
三池炭鉱

東京都中野区にある三井文庫に
は、「三井鉱山社史」編纂のための
膨大な資料が保管されています。

今回はその中から、官営時代か
ら昭和初期の写真を展示します。
これらの写真を元に報告書を作成
し、三池炭鉱の歴史を荒尾市・大
牟田市の市民の歴史として次世代
に伝える計画を立てています。

報告書を作成するに当たって、
当時かかわりがあった皆さんの写
真についての思い出を探していま
す。「思い出語り」用紙を用意して
いますので、気付いたことや連絡
先を一言書いて投函箱に入れてく
ださい。抽選で 5 人に “石炭今昔三
池かるた” を差し上げます。
●日時 10 月 23 日 ( 土 ) ～ 11 月
7 日 ( 日 )
●場所 あらおシティモール （1
階であいの広場）
●内容　展示写真 約 180 枚
[ 問 ] 万田炭鉱館 ☎ 64-1300、社
会教育課 ☎ 63-1681

イ 映画「みいけ炭鉱 ( やま )
の声が聞こえる」上映会

50 年前の思い出と三池炭鉱の近
代化産業遺産が輝きます。
●日時 10 月 24 日 ( 日 ) 1 回目
上映…午後 1 時～ 1 時 45 分 以
降 1 時間ごとに上映、最終上映は
午後 7 時～ 7 時 45 分
●場所 あらおシティモール 2 階
●内容　展示写真 約 180 枚
[ 問 ] 万田炭鉱館 ☎ 64-1300、社
会教育課 ☎ 63-1681

イ 荒尾市青少年育成市民会議
第 33 回交流会　開催

●日程 11 月 6 日 ( 土 )
●時間 午前 10 時 30 分～
●場所  あらおシティモール 2 階
シティホール
●演題　「虐待って何だろう」
●入場料　無料

［問］社会教育課☎ 63-1681
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今月の税
市県民税 3 期

国民健康保険税 5 期

納期限 11 月 1 日（月）
納期内に納めましょう

口座振替の人は
口座の残高を

ご確認ください

［問］収納課
☎ 63-1353/☎ 63-1362

人

権

標
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年
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文
化
祭
よ
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●母子手帳発行日 第 1・第
3・第 5 水曜 午前 10 時～
10 時 15 分／保健センター
で／受付終了後、ミニ母親
学級を開催します（約１時
間）。なるべく妊婦さん自身
がおいでください。

●赤ちゃんの発育や育児に
ついて、妊娠中の生活につ
いてなど、何か困ったこと
や心配なことがあるときは、
気軽にご相談ください。

［問 ] 保健センター☎ 63-1133

1 1 月 の 母 子 健 診 ・ 健 康 相 談 日 程 表
種別 日（曜） 対象者 会場 受付時間

3 カ月児健診 10（水） 平成 22 年　7 月生まれ

保
健
セ
ン
タ
ー

（
市
立
図
書
館
南
側
）

13:15
～ 14:00

7 カ月児健診 24（水） 平成 22 年　4 月生まれ

1 歳 6 カ月児健診 17（水） 平成 21 年　4 月生まれ

3 歳児健診 26（金） 平成 19 年　5 月生まれ

育児相談  9（火） 育児に関して相談がある人
（子どもさんもお連れください）

10:00
～ 10:45

健康相談
 9（火） 成人・老人で心身の健康に

関して相談がある人
10:00

～ 10:45

10（水）
24（水） 満 60 歳以上の人　他 老人福祉

センター
9:30

～ 11:30

試験・募集・イベント
イ イベント開催・催しに参加しませんか

イ 交通安全チャリティー・フ
リーマーケット　開催

地域住民の皆さんとフリーマー
ケットを通じて交流を深め、安全
運転への意識向上をはかり、地域
の交通安全対策へのチャリティー
活動を行うため、フリーマーケッ
トを開催します。
●日時 11 月 7 日（日）午前 9 時
～午後 3 時（雨天順延 11 月 14 日

（日））
●場所　荒尾第二自動車学校コー
ス内
● 出 店 募 集 数 120 店 舗（1 区画
2m×3m。一般 500 円、業者1,000 円）
●イベント　白バイ隊と記念写真
撮影会…午前 10 時～正午、有明
高専吹奏楽演奏会…午前 11 時～
正午

［問］荒尾第二自動車学校フリー
マーケット実行委員会☎ 62-0829、
FAX62-0929
E メール araodai2@yahoo.co.jp

イ つくってたべるおはなし会
に参加しませんか！

絵本に出てくるたべものを実際
に自分でつくって、食べながらお
はなしを楽しみます。食育にもお
すすめ！終了後はロビーでふれあ
いコンサートを行います。
●日時 11 月 14 日（日）午後 1
時～ 3 時
●場所　中央公民館調理室・和室
●参加費 1 人 200 円
●持参するもの　エプロン、三角
巾、ハンカチ、飲み物
●内容 キッズゴスペル発表会

（指導者 森田伸代）・公民館職員
によるミニサックス講座

［問］市立図書館 ☎ 63-2379

イ 「ＡＲＡＯ手づくりチャレ
ンジマーケット」　開催

地域再生事業の一環で、手づくり
小物のスモールビジネス成立の可能
性を探るため、家庭で楽しみながら
小物づくりをしている皆さんの交流
と発表を行います。
●日時 11 月 7 日 ( 日 ) 午前 10 時～
午後 4 時
●場所 文化センター噴水前広場
●内容 手づくり小物（衣類、バッ
グ、美術、装飾品など）約 30 の出店、
音楽演奏、女性のための健康講座

［問］産業振興課 ☎ 63-1421

お詫びと訂正
10 月 1 日号の 28 ページに掲

載した英語指導助手の記事で、
「Assistant Languae Teacher」

を英語指導助手と記載しました
が、「外国語指導助手」が正し
い訳でした。

お詫びして訂正します。
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November

会場…【大】大ホール 【小】小ホール 【ギ】ギャラリー 【ア】アートフォーラム 【会】会議室 【練】練習室

■ 1 1 月 の 催 し も の ■
日（曜） 催し物【会場】 主催者・問 日（曜） 催し物【会場】 主催者・問

3
（水・祝）

荒尾市民文化祭
お茶会 10:00 ～【会】

荒尾市教育委員会
☎ 63-1681 14（日） （株）IMPROVE 講演会

14:00 ～【大】
（株）IMPROVE
☎ 080-3314-9053

3（水・祝）
～

7（日）
荒尾市民文化祭

文芸展 9:00 ～【ギ】
荒尾市教育委員会

☎ 63-1681
17（水）

～
21（日）

荒尾市民文化祭 総合美術展
 木竹・籐・陶芸 9:00 ～【練】

荒尾市教育委員会
☎ 63-1681

3
（水・祝）

荒尾市民文化祭 吟剣詩舞合
同発表会 9:30 ～【小】

荒尾市教育委員会
☎ 63-1681

17（水）
～

21（日）
荒尾市民文化祭 総合美術展

 絵画・押花 9:00 ～【ギ・ア】
荒尾市教育委員会

☎ 63-1681

6（土） 文化センター自主文化事業
「邦楽コンサート」14:00 ～【小】

文化センター
☎ 66-4111 17（水） 平成 22 年分給与所得

年末調整説明会 14:00 ～【大】
玉名税務署
☎ 72-2128

7（日） 荒尾市民文化祭 日舞・三曲
11:00 ～【大】

荒尾市教育委員会
☎ 63-1681 18（木） 一人暮らし老人慰安会

10:00 ～【小】
荒尾市老人クラブ
連合会☎ 62-3116

8（月）
荒尾高校「芸術鑑賞会」

中国文化芸術夢公演
13:00 ～【大】

荒尾高等学校
☎ 63-0384

20（土）
21（日）

日中友好の懸け橋～孫文と宮
崎滔天～ 9:00 ～【大・小】

荒尾市日中友好促進
会議・荒尾市政策企
画課☎ 63-1274

10（水）
～

14（日）
荒尾市民文化祭 総合美術展

（写真・書道） 9:00 ～【ギ】
荒尾市教育委員会

☎ 63-1681
23

（火・祝）
夢が広がるカラオケ・オン・

ラストステージ 12:30 ～【大】
岩田カラオケ

☎ 66-3286

11（木） 荒尾市小中学校連合音楽会
9:00 ～【大】

荒尾市教育委員会・荒
尾市音楽教育研究会☎
62-7840（海陽中・小林）

26（金）
第 6 回くまもと自然と文化の
学芸員（伝承文化分野）養成

講座 10:00 ～【会】
熊本県・文化セン

ター☎ 66-4111

12（金）
～

14（日）
第 37 回荒尾市小岱松保存会

盆栽展 9:00 ～【ア】
荒尾市小岱松保存会

☎ 66-3812 27（土） 清里保育園発表会
9:30 ～【小】

清里保育園
☎ 68-4123

13（土） のびのび育つ第二四ッ山っ子
生活発表会 9:30 ～【大】

第二四ッ山幼稚園
☎ 62-0971 28（日） 荒尾市民文化祭 混声合唱団

ARAO 定期演奏会 14:00 ～【大】
荒尾市教育委員会

☎ 63-1681

12（金）
～

13（土）

特定健康診査
8:30 ～【小】

荒尾市健康生活課
☎ 63-1133 28（日） 第 9 回ロボットコンテスト

13:30 ～【小】
荒尾少年少女発明ク
ラブ・荒尾市教育委
員会☎ 63-1681

荒尾総合文化センター
（指定管理者 : 中央設備 ステージ・ラボ共同体）

〒 864-0041　荒尾市荒尾 4186-19
☎ 66-4111　FAX 66-4115

e v e n t   a n d   i n f o r m a t i o n

文 化 セ ン タ ー 自 主 文 化 事 業11  月

※詳しくは主催者にお問い合わせください

邦 楽 コ ン サ ー ト
本格的な箏の作品から

今様の曲まで
二十五絃箏の魅力も楽しみ
現代箏界のトップランナー

3 人がここに集う !

未来に続く音を探求する箏者

佐藤 亜美 木村 麻耶 町田 光

◆日　 時　11 月 6 日（土）　午後 2 時～
◆場　 所　小ホール
◆入場料　　一　 般　700 円（当日　1,000 円）

小学生　300 円（当日　500 円）

主催 / 熊本県・財
団法人熊本県立劇
場・荒尾総合文化
センター

共催 / 財団法人地
域創造

三井住友海上文化財団派遣コンサート

金管五重奏団コンサート
NHK 交響楽団トップメンバーによる

2010 年 12 月 12 日（日）
開場　午後 1 時 30 分　開演　午後 2 時

本コンサートは（公財）三井住友海上文化財団
の助成によって低料金に設定しています。

入場料
一　　　般　2,000 円（2,500 円）
高校生以下　700 円（1,000 円）

全席自由 （ ）は当日
主催 / 荒尾市・熊本県・（公財）三井住友海上文化
財団・荒尾総合文化センター
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写 真：1・ ４= 陸 上
競技（トラック競技）
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（フィールド競技） 
5= 水泳 6= テニス
 7= 卓球 8= サッ
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（ 水 泳 会 場 に て ） 
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詳しい記事は 2 ～ 3 ページに掲載しています。また、荒尾市のホー
ムページでは、広報に掲載できなかった競技の様子も掲載して
います。荒尾市選手団の雄姿をそちらでもご覧ください。


